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腎臓水腫ノ成立ニ開ス J！.・研究（第3L司報告）

輸尿管狭窄ノ程度問題...・H・－…...・H・......・H ・－…...・H・....・H ・－ ~安 調 書幸 男（ 1 ) 

レントグン線照射時間ト Lfムペチン寸政却トニ開スル貫験的研究（共ノ 1)

しチフス寸菌沈澱反感ニ就テ……・….....・H ・－………....・H ・－…石谷九左衛門 ( 1-t) 

LアJレチプン1ノ合イTスルLイムペヂン1帥チ発疫阻止物質ノ；立謹（第4報）

抗腸窒挟斯菌しトロピ ~'g量生ノ阻害・・・…－…・………・…・…阪 本 延 次（20) 

肋間神経切断ノ呼吸性瓦斯交換ニ及ぶス影響ニ就テん責験的

研究・...・H ・－………・・・…・・……・・・………......……一……・…・・小 山 間 豊 ( 31) 

腎臓水腫ノ成立ニ閥スル研究（第4報）

機能的排尿｜権碍ニ囚Jレ腎臓＊臆....・H ・－……・…・….....・H ・…盛

横隔膜紳粧撚除並ニ肋間利l粧切断ノ呼吸性瓦斯交換ニ及ポス

影響ニ就テ J賓験的研究…

胸管及ピa.頭淋巴幹管結紫ノ嬬メニ起Jl-i休巴逝ノ鍾化並ニ胸

管損傷ノ鹿置ェ就テ………－…・……....・H ・－……......・H ・－－野

Lスピロへータ・パルリダ「ノ 産生スjレL1ムペヂン寸ハ共ノ五’

白骨豊側ニ在リヤ或ハ類脂瞳側ニ布リヤ…・・・…・…・・…－－－…・・・巽

胃噴門部遊離移動術ニヨ Jレ該部ノ循環障碍ニ就テ……・・……荒

横隔膜LへJレニヤ寸（慢性）ハ怖Jレベ、キ乎・…...・H ・－－・….......・ H ・－－－荒

食道切除後共上断端ノ閉鎖縫合ハ癒合シ得Jレ乎 … ・・・・・・・ H ・－－荒

食道胃吻合術ニ開スJレ賞跡的研究（第1報）諸種縫合方法ノ比較…荒

食道胃吻合術工開スル賓験的研究（第2報）

吻合癒合テ干佐賀ナラシムペキ:2,3ノ補助操作ニ就テ

繭 葬 男 (105) 

~lJ 問 豊（115)

滞日 ， 長 (131) 

馨（143)

ォー 千 里 (153)

木 千 _tf!, (163) 

ユド 千 果 (168)

木 千 皇（175)

特ニ吻合部大網膜被包法ニ就テ……… H ・H ・－一……・・…・・・…荒 木 千 里（206)

傍研製赤痢Lワクチン「中 ノ菌鰭ハLイムペヂン「テ合行スノレカ…林 文 （224)

赤痢本型菌」アナワ クチ ン寸／：発疫接的研究（第1報）

i容菌素産生ニ於クノレLfムペデ ン寸現象・H ・H ・－…....・ H ・....・ H ・林 丈（246)



。
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赤痢本型菌しアナワクチン－， I免疫取的研究（第2報）抗感染試験

（共ノ 1）・・H ・H ・....・H ・・・・・・・H ・.....・H ・－－…....・H ・－…...・H ・－－－…・・・・・林

赤痢本型菌Lアナワクチン寸ノ：免疫製的研究（第3報）抗感染試験

（共ノ 2）………...・H ・......・H ・H ・H ・－…....・H ・....・H ・－－－……...・H ・－林

赤痢しアナトキシン＇.（目黒）ノ含布スルLfムペヂン寸／立謹（第1報）

試験管事内喰菌作用ニ及Zドス影響…....・H ・－－……...・H ・.....・H ・林

赤痢Lアナトキシン寸（目黒）ノ含有スルLfムぺヂン－，J ＝，・，：謹（第2報）、

抗腸窒扶斯凝集産生ニ及ボス影響….....・H ・....・H ・....・H ・－…・林

寒性膿蕩ト熱性膿蕩トノ生物製的匝別ニ就テ…....・ H ・......・ H ・阪

腎臓水腫ノ成立ユ閥スル研究（第5報）

腎臓水腫ノ形成テ促進スル要素............・H ・・・・・・・・・・H ・....・H ・－盛

後肢血管壁ノ示，，，粧分布ニ就テ（第2回報告）

組織接的検索・…・・…－－－・・….....・ H ・－－－…………....・ H ・－－－…・・FH

Lパラチフス寸A菌ノ含イiスJレL-fムペチン1が抗黄色葡萄欣菌

喰歯現象ニ及ポス影響ニ閥ス Jレ買験的研究……....・H ・－…・・・石谷 九 Jr_衛門 (409) 

肋軟骨外科ノ解剖製的病理接的及ピ臨床接的研究...・H ・－－－…宮 崎 松 記（424)

腹膜異物吸牧ニアタリ淋巴管ニ現Jレ、諸ー現象

t!iニ淋巴管壁／異物遁過性ニ就テ・…...・H ・－…・………...・H ・－手 島 Ii. 計，.， (585) 

人ノ癒結節＂• 1ムペヂン寸テ含イiスルヤ……...・a・・・・・・・・H ・－－…Jti 文 陶（610)

ノLノ柏結節中ニ含布ス JレL 1ムペチン1テ完会ニ破却スル矯ニ

必要ナ Jレ好適煮沸時間ノ研究 …...・H ・－－－－－………...・ H ・－－…・・｝｛｛ 文 陶 (619) 

皐丸及ピ副皐丸内ニ於クル淋巴管ノ微細分仰ニ就T ……・・・…内 藤 永 二 (685) 

食道生理ニ闘スル寅験的研究・……・…・・・・・・・・H ・....・H ・－－－・……点 三 平（701)

定道ノ血管分｛布二就テ（第1報）家兎ノ食道ニ就テ…・…・・…・…・・者II谷 村高次郎 (729J 

好泊煮沸時間ト反燃ノ位相トテ刷r.i!i：シタ Jレ揚合ニ於，＿，.，レ人縮

結節L 1ムペヂン寸現象 ………………・・・・…・・……...・H ・－－－…・・指

摘菌ニヨルL f ムベヂンI~見敏

人ノ健康皮府ト人摘結節トノ生物製上ノ差別……・………・・負＝

人ノ編結節中ニ含有セラレタ JレL fムペヂン－，I抗腸」チフス寸前

特殊発疫凝集素産生ニ及ボサ ）！.－影響…...・H ・....・ H ・・・・・・・・・・・・・黄

L才ムナヂン＇J自然喰菌作用ニ於クJレLfムペヂン1現象……貨

L 才 ムナヂン＇；に f ムペデン「テ破却ス Jレニ~ス Jレ灯油煮汚II時

文 (262) 

女 (270) 

文（278)

文 (285) 

本 延 次 (303) 

捕 ：｛＃ 男 (377) 

内 向 民 (389) 

文 陶（745)

文 陶（760)

文

文

陶（780)

向（805)
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間ノ研究…...・H ・－－…・・・・ H ・H ・......・H ・－…－…・・・・・・・H ・....・H ・－－…寅 文 向 (819) 

防fし才ムナヂン寸ト20分煮L才ムナヂン1トノ抗原能働力／薫ハ

毒力ノ差ニ蹄スベキカ・

民｛し才ムナデン.， J含イiスJレ莞疫阻害物質（Lfムペヂン＇）ノ立誼，

抗腸Lチフス寸菌特殊援集素産生ノ阻害…...・H ・.....・ H ・...・H ・－賀

L才ムナヂン＇ qiノ菌鴨ノ意義……・・・…－…...・H ・...…・・………黄

淋巴管壁ノ異物遁温ニ及ボ・スとと土之と線ノ影響 ・...・H ・－……手

胸管及ピ雨側頭淋巴幹管結数ノ動物ニ及ポス影響...・ H ・－…・…内

食道外科ト迷走榊粧

島

藤

ヌ； 肝骨 (829) 

文 間（846)

文 陶 (872) 

五 t.HI (866) 

力t 一 (956) 

A 平（962)第1編迷走神経損傷ノ呼吸ニ及ボス影響ニ開スル賓験的研究…東

食道ノ血管分仰ニ就テ（第2報）犬ノ；食道エ就テ……・…………都谷

開胸術後肋膜吸牧作用ノ賞験的研究（第1間報告）・…....・H ・...…落

黄色葡萄欣球菌感染皮庸局所ニ費生シタル特殊性自働免疫／

校高次郎（983)

IT-I ,i~i, (998) 

立謹...・H ・－－…...・H ・－・………………...・H ・－－………...・H ・－－……八日｛ 拾二（1015)

所謂食餌性骨病ニ就テ， 1白糖嬬取ニヨ Jレ幼若家宅骨安化ム

就テ…………...・H ・－－………...・ H ・－－………...・H ・.....・..……・・・fff 根孝行 (1028)

臨 床

最近5タ年間エ於クル胃及十二指腸潰蕩ノ統計的観察ニ就テ

（下） ...・ H ・.....・H ・－－…...・H ・・・・・・・H ・H ・H ・.....・H ・－－………………山

無菌的開腹術後ニ於クJレ腹腔内癒着ニ就テ …H ・H ・－……....・ H ・利1

パセドワ甲放映腫切除後ニ議見シタル糖尿ニ就テ……....・H ・－長

ティーチエ氏病ノ一例…...・H・－－…… . ..・H ・.....・H・－－－－－…………~~~

昭和6年i前計1・1事凌ノ凍傷ニ就テ・…H ・H ・－……・…....・H ・....・H ・－…鷹

植物性腸石ニ困ル腸閉塞症ノ 1例...・H ・...・H ・...・ H ・...・H ・.....・H ・－－岩

慢性経過テトレル非結核・l;I：膿蕩ニ於クJレ蛋白i容解素……・・・…硲

特護性気胸ニ就テ...・H ・－…...・H ・－－－…...・H ・....・H ・－－…...・ H ・－－－勝

根

音fl

岡

;J:j: 

会事・

城

文

日

費 ( 45) 

止佐 ( 63) 

治 (309) 

世鼠 (312) 

ぷ (314) 

達 (629) 

雄 (902) 

準 (1052)

皮膚謹謀腫（臨床誹義）・H ・H ・－…・……－－……… H ・H ・－－…....・...烏 i£§ 隆 三 ( 69) 

横隔膜下膿蕩（臨床講義）….....・ H ・…・・...・ H ・－…....・ H ・－－－……・・磁部事右衛門 ( 78) 

勝耽乳I拘臆（臨床講義）…・...・H ・－－－－－………...・……－…………鳥 山 隆三（326)

大腿ノ深部慢性腫脹（臨床講義）…・・・・…....・H ・－－－……・…・…・・磁部 喜右衛門 (331) 
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化膿性骨髄炎（臨床講義）・H ・H ・....・H ・.....・H ・...・H ・－－…….....・H ・礎部吉：；右衛門 (634) 

腹部腫傷及脂：f-i症（臨康講義）…・・…・………－…・・………・・……鳥 潟 隆 三 (640) 

lえ！南痛（臨床講義）・H ・H ・.......・H ・－－…...・H ・－…・・……・…...・H ・－－－鳥 山

歯飯腰（臨床講義）・H ・H ・...・H ・......・H ・...・H ・－－…・.....・H ・....・H ・－－－烏 潟

雑誌抄讃曾(11月）

隆 三（906)

隆三（1057)

1. 誤診サレタ Jレ撤….....・H ・－…....・H ・.......・H ・.....・H ・－－…・H ・H ・－－…・・・H ・H ・・・H ・H ・－…（83) 

2.多議性）謬様繊維腫.........・H ・－…・…...・H ・...・H ・－……・・……・・・…………...・H ・H ・H ・..( 84) 

3.頭蓋・高・折テ疑ハシメタ Jレ血慌I1例.......…・…....・H ・－，………・…・…・……・……・（R4) 

4. 勝耽乱噛臆ノ 1例 …－….....・ H ・－…・……・・・……・・・…・・…・…・・・……………………・・・（85) 

5. 植皮1例 ....・H ・・・・・・・・・H ・.....・H ・....・H ・...・H ・－－……・・・……・・…・……・…・……....・H ・（ 8(i) 

京都外科集談曾(12月例曾）

1.肺結縁ニ肺臓制離術Ljクチグン寸注射及ピ人工気胸法テ併用シテ好結果テ得タ

Jレ1伊j・H ・H ・－－………...・H ・・・・・・・H ・－－…...・H ・－－………………………...・H ・－－…...・H ・－・（337)

2.無結石踏石症・H ・H ・・・・・・・・H ・......・H ・－….....・H ・H ……・.....・H ・－…－…・…・・…・・……（337)

3. 1）、腸厚：積症手術後ニ現レタ Jレ急性十二指腸摘張'/ff:……－……－…・………...・ H ・－－…（339)

京都外科集談曾(1月例舎）

]. ：｛~定骨痛……………・・…...・H・H ・....・ H・.....・H・…....・H・－………・・・…・・・…………・（341)

:l.察脇上位ノ腸閉塞症・…・・……－…...・H ・－…・……・…・・………・・・……………………（342)

3.空腸高位腸閉塞ノ 1例…...・H ・－－…...・H ・－－…......・H ・－－….....・H ・－－………・・・………（343)

4.結核性腹膜炎ノ診断...・H ・－…・…－…......・H ・－……....・H ・－－－……・…...・H ・－－…………（345)

5. .~量級突起炎ユヨ Jレ腰部膿蕩・H・H・－…・ …………・・…...・H ・ －…・…・…....・ H・....・H・－…（3.J-7)

京都外科集談曾（2月例曾）

1.巨大ナル上腹部腫第………....・H ・－－－－…・…－－………………………………...・H ・－－－－・（648)

2.博動テ示セ Jレ雨I］腎腫ノ ’符縛移…・ H ・H ・－－……………・・・…・・・…－…・…………………（649)

3.十二指腸球部崎形ノ 1例……...・H ・－－…－…・…・……・・・…………・・…・・・・・・・H ・－－……（650)

-L 胃潰蕩穿孔ーヨル横隔膜下膿蕩ニ就テ・H ・H ・－－－…・・ー……・・・・・・H ・－－…...・H ・...・H ・.(651) 

5.陳醤ナルヲミt把性膿胸ノ 1例ニ就テ・ H ・H ・－－……………・…・・……・・・…………………（652)

6.停染セ Jレ鮮民膿蕩…・…・………………・・………・…・……H ・H ・...・H ・H ・－－－………（653)

京都外科集談曾（3月例曾）

]. 食道外科……・・…・・・……－－・…・・・……………...・H ・－－…・・・……....・H ・－………・・……（654)

京都外科集談曾（4月例曾）

1.熱性膿蕩テ思ハシ j タJレ寒性膿寝ノ 1例……・H ・H ・－－…...・H ・－－………....・H ・－……1912)



， 
[) 

2.化膿セ Jレ創ハfLテ開放性ニ底置スペキカ…………...・H ・－・、，H ・H ・－－－………………（912)

3. ハックル氏胃腸吻合術後ニ超レル消化性空腸潰蕩…・H ・H ・.....・H ・.....・H ・....・H ・，.. (914) 

4. 星雲丸腫蕩…...・H ・－…...・H ・・・・・・・H ・・H ・H ・－…・H ・H ・・・・・・・H ・......・H ・・・・・・・・・・・H ・...・H ・H ・H ・.(915) 

5.雨側先天性榛骨尺骨癒合ノ 1例 ・H ・H ・...・H ・－…－－－－…H ・H ・－－……....・H ・－…....・H ・－…（916)

京都外科集談曾（5月例曾）

1.移動性盲腸J1新臨床診断法……・...・H ・－－…H ・H ・.......・H ・－－－－－…H ・H ・....・H ・...・H ・..(916) 

2.提雲音テ示シタ ル腹部虜………・…...・H ・－－…H ・H ・....・H ・...・H ・H ・H ・...・H ・......・H ・－－・（917)

3.座迫示界法（Druekb巴grenzung）ノ診断上ノ意義・H ・H ・－－…・H ・H ・...・H ・－…・・・…・…・・（918)

4.腸管麗気腫ノ 1例...・H ・.....・H ・...・H ・－・…H ・H ・...・H ・－－…－－…...・H ・－－…...・H ・.....・H ・－・（919)

5.姻轟ノ迷入ニヨ Jレ性性虫様突起炎…・・・・・・・・・・……....・H ・.....・H ・－－－－－－－－………・…・・（920)

6.晶様突起炎ノ症AAハ畠様突起炎ニ固有ナリヤ・H ・H ・－－……...・H ・－…....・H ・－－－…・，920)

7.晶隊突趨炎ヨリ 来レJレ穿孔性腹膜炎ニヨ Jレ肺痔性Lfレクス.，／ 1治験例・・・H ・H ・（920)

8. 特別講演上海従軍曹談....・H ・－・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（921)

京都外科集談曾（6月例曾）

1.楠皮／仕方ニ就テ・H ・H ・H ……………...・H ・..……………・H ・H ・.....・H ・H ・H ・－－……（1062)

2.乳腺腫溜ノ1例ニ就テ・・：….....・H ・・…...・H ・...・H ・…・・・・…・・……………・・・…...・H ・..(1062) 

3.潜在セル腸桔接ノ穿孔ニヨ ル急性腹膜炎 …………...・H ・.....・H ・－－………...・H ・..(1063) 

4. プラワン氏補助吻合部テ基賄ト シタJレ腸重積 ……..；.・H ・－…H ・H ・－－…・…・・・…・・・（1064)

5.骨盤結締織内へ深ク侵入セJレー巨大卵巣嚢腫・H ・H ・.....・H ・－－…...・H ・－－…－－…ー・…（1065)

6.腎腫審臨休診断上ノ 注意………...・H ・.....・H ・H ・H ・－－…………...・H ・－－－－－………・・(1067)
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